
仏

教

と

終

末

思

想

坂

東

性

純

所
謂
末
法
思
想
は
仏
教
史
の
中
に
現
わ
れ
た

一
種

の
歴
史
観
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
元
来
、

イ
ン
ド
教
、
仏
教
等
を
代
表
と
す
る
東
洋

思
想
の
中

で
は
、
歴
史
観
は
極
め
て
稀

薄
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

ユ
ダ

ヤ

・
キ
リ

ス
ト
教
的
世
界
観
が
、
そ
の
成
立
の
当
初
か
ら
極
め
て
歴
史

的
色
彩
を
色
濃
く
持
つ
て
い
た
の
に
対
し
、
東
洋
的
世
界
観
は
、
む
し

ろ
超
歴
史
的

・
宇
宙
的
世
界
観
と
呼
ぶ
に
適
わ
し
い
特
色
を
備
え
て
い

る
こ
と
は
、
屡

々
歴
史
家

・
思
想
家
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
て
い

る
。

エ
リ

ア
ー
デ
な
ど
は
、
そ
の
対
照
を
ば

「
宇
宙
と
歴
史
」
と
い
う

簡
潔
な
二

つ
の
言
葉
に
 よ

つ
て
捉

え

て
表
現

し
て
い
る
。
(
C
o
s
m
o
s

a
n
d
 
H
i
s
t
o
r
y
-
T
h
e
 
M
y
t
h
 
o
f
 
t
h
e
 
E
t
e
r
n
a
l
 
1
9
5
9
)

確
か
に
東
洋
の
世
界
観
は
、
西
洋
に
比
べ
れ
ば
、
歴
史
意
識
は
稀
薄

で
あ
る
と
言
い
う
る
か
も
知
れ
な
い
。
東
洋
、
特
に
イ
ン
ド
、
で
は
、

歴
史
的
事
実
よ
り
は
、
屡

々
物
語
り
や
神
話
が
優
位
を
占
め
、
歴
史
的

事
実
は
そ
れ
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
た
き
ら
い
が
多
分
に
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
仏
教
な
ど
に
お
い
て
は
、
実
在
と
見
倣
さ
れ
る
人
物

の
伝

記
が
屡

々
神
話
め
い
た
伝
説
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
り
、
又
、
聖

者
伝
な
ど
に
超
自
然
的
出
来
ご
と
が
幾

つ
も
添
加
さ
れ
て
い
る
の
を
見

る
こ
と
は
決
し
て
稀
で
は
な
い
。
日
本
の
古
代
史
な
ど
も
、
歴
史
的
事

実
と
神
話
的
要
素
を
峻
別
す
る
の
に
歴
史
家
は
屡

々
多
大
の
困
難
を
伴

う
操
作
を
余
儀
な
く
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
(例
え
ば
、
第
二
代
緩
靖
天

皇
か
ら
第
九
代
開
化
天
皇
ま
で
の
八
代
を
非
実
在
で
あ
つ
た
と
し
、
さ
ら
に
、

第
十
三
代
成
務
天
皇
、
第
十
四
代
仲
哀
天
皇
も
非
実
在
で
あ
つ
た
と
す
る
説
な

ど
。)
一
方
西
洋
に
お
い
て
は
、

ユ
ダ
ヤ

・
キ
リ

ス
ト
教

の
歴
史
を
通
じ

て
早
く
か
ら
そ
の
世
界
観
が
歴
史
志
向
的
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
教

・
仏
教

の
世
界

観
と
、

ユ
ダ
ヤ
・
キ

リ
ス
ト
教
の
世
界
観
を
、

一
応
大
ま
か
に
字
宙
と
歴
史
の
対
照
と
し
て

見
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は

一
体
ど
ん
な
意
味
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
歴
史
的
世
界
観
が
歴
史
を
ば
、
あ
る
目
的
と
方
向
を
も
つ
た

も
の
で
あ
る
と
見
る
に
対
し
、
宇
宙
的
世
界
観
は
い
か
な
る
特
定
の
目

的
を
も
持
た
ぬ
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
神
の
天
地

創
造
を
始
め
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
の
出
来
ご
と
を
中
心
に
世
界
の
動
き

を
捉
え
る
歴
史
的
世
界
観
が
世
界
に
始
め
と
終
り
を
見
る
に
反
し
て
、

仏
教
と
終
末
思
想
 
(
坂

東
)
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仏
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五

四

宇
宙
的
世
界
観
は
、
世
界
を
始
め
な
く
終
り
な
し
と
見
る
。
す
な
わ
ち
、

世
界
を
ぱ
無
始
無
終
の
巡
環
と
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
よ

う
に
も
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
的
世
界
観
は
人
間
を
ば
、
無
始

無
終
の
時

の
流
れ
に
浮
遊
す
る
も

の
と
見
る
に
耐
え
ら
れ
ず
、
神
・

キ

リ
ス
ト
の
出
来
ご
と
を
中
心
に
い
ち
早
く
、

一
つ
の
時

の
固
定
点
を
見

出
し
、
人
類
の
歴
史
を
そ
れ
に
位
置
づ
け
た
。
た
と
え
ば
、
現
在

の
自

分
は
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
の
第
何
世
紀
に
い
る
と
い
う
よ
う
な
位
置
づ
け

は
、
そ
の
具
体
的
な
表
わ
れ
で
あ
り
、
そ

の
意
味
か
ら
言
え
ぱ
、
現

在
、
西
歴
紀
元
を
採
用
し
て
い
る
世
界
の
国
々
は
、
近
代
日
本
を
も
含

め
て
、
皆

そ
の
思
想
に
拠

つ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
意
識
す

る
と
し
な
い
と
に
拘
ら
ず
、

キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
の
枠
づ
け
に
依
つ

て
己
れ
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
間
は
時
の
申
に
い
わ
ば
浮

遊
し
て
い
る
自
己
に
不
安
を
感
じ
、
こ
の
本
来
、
無
始
無
終
な
る
宇
宙

に
時
間
的
基
準

・
歴
史
的
尺
度
を
与
え
て
、
自
ら
の
位
置
を
固
定
し
、

位
置
づ
け

て
安
心
し
よ
う
と
す
る
。

こ
れ
は
無
始
無
終
と
い
う
漠
た
る

世
界
観
で
は
ど
う
し
て
も
満
足
で
き
ぬ
歴
史
的
世
界
観
の
側
の
自
ら
な

る
自
己
主
張

の
表
わ
れ
と
見
ら
れ
よ
う
。
こ
の
必
然
性
を
逆
に

「
宇
宙

的
世
界
観
が
歴
史
的
世
界
観

の
主
張

の
前
に
屈
服
し
た
」
と
見
る

の

が
、

ユ
ダ

ヤ

・
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観

で
あ
ろ
う
。
自
ら
の
宇
宙
に
お

け
る
位
置

の
定
ま
ら
ぬ
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
不
安
を
意
味
す
る
の
み
な

ら
ず
、
人
生
の
目
的
に
も
確
た
る
意
義
を
見
出
し
難
い
こ
と
に
も
通
じ

て
い
る
。

し
た
が
つ
て
、
始
め
も
終
り
も
な
き
時
の
中
に
、
始
め
と
終

り
を
見
る
、

つ
ま
り
目
的

・
方
向
を
設
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
は
、

そ
の
ま
ま
、
人
生
の
意
義
や
価
値
を
は
つ
き
り
さ

せ
よ
う
と
す
る
人
間

の
熾
烈
な
志
向
と
深
い
繋
が
り
を
も

つ
て
い
る
。

で
は
果
し
て
ギ
リ
シ
ヤ
を
も
含
む
イ
ン
ド
教

・
仏
教
圏
の
人
々
は
、

円
環
的

・
無
始
無
終

の
世
界
観
の
裡
に
真
に
安
住

し
て
い
た
で
あ
ろ
う

か
。
歴
史
意
識
に
つ
い
て
言
え
ぱ
、
例
え
ば
、
中
国
な
ど
の
例
を
見
る

と
、
決
し
て
そ
れ
を
全
く
欠
い
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

一
つ
に
は
、

出
来
ご
と
を
記
録
す
る
文
字
が
古
く
か
ら
発
達
し

て
い
た
と
い
う
特
殊

事
情
に
も
助
け
ら
れ
て
、
歴
史
的
記
録

の
古

い
例

は
、
中
国
辺
り
に
は

か
な
り
多
く
見
出
さ
れ
る
(例
え
ば

『前
漢
書
』
な
ど
)
。
し
た
が
つ
て
無

始
無
終

・
無
目
的
の
宇
宙
観
に
耐
え
ら
れ
ず
、
歴
史
の
目
的
性
に
徹
底

的
に
執
し
よ
う
と
い
う
性
格
は
、
む
し
ろ
実
体
観

の
上
に
立
つ
思
想
的

根
本
構
造
に
根
ざ
し
て
い
る
と
言

つ
た
方
が
よ
り
適
切
か
も
知
れ
ぬ
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
実
体
観
に
立
つ
思
想
が
、
無
我
の
道
理
に
立
つ
思

想

の
中
に
は
安
心
を
見
出
し
得
ぬ
と
す
る
に
反
し
、
無
我
の
道
理
に
立

つ
宇
宙
的
世
界
観
が
実
体
観
に
留
ま
る
限
り
真
の
安
心
な
し
と
す
る
思

想
的
対
極
構
造
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
歴

史
意
識
が
比
較
的
稀
薄
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
東
洋
に
も
、
や
や
大

ま
か
な
構
造
な
が
ら
明
確
な
歴
史
意
識

の
存
在
を
示
す
パ
タ
ー

ン
が
見

出
さ
れ
る
。
仏
教
史

の
中
で
顕
著
な
末
法
思
想
な
ど
は
そ
の
一
つ
か
と

考
え
ら
れ
る
。
末
法
思
想
は
明
ら
か
に
歴
史
意
識

の
所
産
で
あ
る
と
見

ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
鼓
吹
し
た
と
見
ら
れ
る

『
大
集
月
蔵
経
』
を
始
め
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と
す
る

『
悲
華
経
』
『大
般
浬
架
経
』
『仁
王
般
若

経
』
『
賢
劫
経
』
等

の
経
典
群

の
起
源
は
イ
ン
ド
内
部
で
は
な
く
、
北

イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア

ジ
ア
辺
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

中
国

・
日
本
を
通
じ
て
末
法
思
想
を
鼓
吹
し
た
信
行

・
道
緯

・
善

導

・
伝
教

・
法
然

・
親
鶯

・
日
蓮
等
が
共
通
し
て
依
用
し
て
い
る
経
典

の
筆
頭
は

『
大
集
月
蔵
経
』
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
は
中
央

ア
ジ
ア

隻

イ
ラ
ン
(
ペ
ル
シ
ャ
)
辺
に
求
め
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
実

は
、
歴
史
意
識
の
あ
る
な
し
、
或
い
は
そ
の
強
弱
の
対
照
を
大
ま
か
に

西
洋
と
東
洋
と
分
け
る
こ
と
に
難
点
が
認
め
ら
れ
る
理
由

の

一
つ
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
応
こ
の
大
ま
か
な
前
提
を
承
認
し
た
上
で
論

を
進
め
る

こ
と
に
し
よ
う
。

始
め
も
終
り
も
な
い
永
遠
の
宇
宙
的
世
界
観
に
、
始
終
を
見
出
し
、

宇
宙
を
い
わ
ば
歴
史
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
試
み
は
、
東
洋

の
世
界
に

も
か
な
り

早
く
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
世
界

の
開
開
神
話
、
創

造

・
維
持

・
発
展

・
終
末
等
を
示
す

一
つ
の
パ
タ
ー

ン
は
、

イ
ン
ド
で

は
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
の
生
滅
に
関
す

る
最
も
古

い
記
述
は

『
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ

ェ
ー
ダ
』
(
X
,
 
8
,
 
3
9
-
4
0
)

に

見
出
さ
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
又
、
『
マ
ヌ
法
典
』
(
I
.
 
6
9
f
f
)

『
プ
ラ
ー

ナ
聖
典
』
(
v
a
y
u
 
p
u
r
a
n
a
 
I
,
 
8
;
 
v
i
s
n
u
 
p
u
r
a
n
a
)

『
マ
ハ
ー

バ
ー
ラ
タ
』
(
I
I
I
,
 
1
2
,
 
8
2
6
)

等
に
は
、
有
名
な

「
マ
ハ
ー

・
ユ
ガ
」

m
a
h
a
-
y
u
g
a

の
歴
史
観
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、

ユ
ガ

は

一
つ
の
完
成
し
た
時
の
サ
イ
ク
ル
を
表
わ
し
、

一
マ
ハ
ー

・
ユ
ガ
を

ク
リ
タ
k
r
t
a(
サ
チ
ヤ
s
a
t
y
a
)
、
ト
レ
タ
ー
t
r
e
t
a
、ド
ヴ

ァ
ー
パ

ラ

d
v
a
p
a
r
a
、

カ
リ

犀
巴
一
の
四
期
か
ら
成
る
と
し
、
各

ユ
ガ
は
前
後

に
各

々
に
つ
い
て
同
じ
長
さ
の
暁
と
夕
暮

の
薄

明
期

を
有

し
、
ク
リ

タ

・
ユ
ガ
が
四
千
八
百
年
、

ト
レ
タ

・
ユ
ガ
が
三
千
六
百
年
、

ド
ヴ
ァ

ー
パ
ラ

・
ユ
ガ
が
二
千
四
百
年
、

カ
リ

・
ユ
ガ

が
千
二
百
年
、
合
計

一

マ
ハ
ー

・
ユ
ガ
が

一
万
二
千
年
を
数
え
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
第

一
期
か
ら
第
四
期
ま
で
降
る
に
つ
れ
て
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ

と
、
第
四
期
の
カ
リ

・
ユ
ガ
が
現
在
の
人
類
が
置
か
れ
て
い
る
暗
黒
時

代
で
あ
り
、
人
寿
の
縮
少
、
道
義
の
退
廃
、
知
力

の
衰
退
等
の
堕
落
現

象
が
伴
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ふ
つ
う
無
始
無
終
と
考
え
ら
れ
て
い

る
古
代
イ
ン
ド
の
宇
宙
観
に
お
い
て
、
永
遠
の
中
に
、

つ
ま
り
、
始
め

な
き
時
の
内
に
始
め
を
設
定
し
、
始
め
と
終
り
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、

一
種

の
歴
史
観
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
注
目
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
四
期
を

一
マ
ハ
ー

・
ユ
ガ
と
す
る
サ
イ
ク

ル

(周
期
)
が
無
限
に
繰
り
返
さ
れ
て
行
く
と
考

え
る

の
が
、
古
代

イ

ン
ド
の
マ
ハ
ー

・
ユ
ガ
の
歴
史
観
で
あ
る
。
後
に
な
る
と
、

こ
れ
が
拡

と
し

大

解

釈

さ

れ

て
、

一
マ

ハ
ー

・
ユ
ガ

は
人

間

の
寿

で
は

な

く
、

神

的

な

と
し
寿

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

る

に

至

り
、

そ

の

一
年

は

人

間

の
三

百

六
十

年

に
相

当

す

る

も

の
と

考

え

ら

れ

た
。

そ

こ

で
、

一
マ

ハ
ー

・
ユ
ガ

・

一

万

二
千

年

を

三

六
〇

倍

す

る

と

四

三

二

万
年

と

な

る
。

そ

し

て

一
マ

ハ

ー

・
ユ
ガ

の

一
干

倍

が
、

一
ヵ

ル
パ
k
a
l
p
a(劫

波
・
劫
)

と
見

倣

さ

れ

と
し

て
い
る
の
で
、

一
カ
ル
パ
は
人
間
の
寿
に
し
て
、
四
十
三
億
二
千
万
年

仏
教
と
終
末
思
想
 (坂

東
)
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仏
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)
 

五
六

と

い
う

こ

と
に

な

る
。

又
、

一
カ

ル
パ

の
十

四

倍

が

一
マ

ン
ヴ

ァ

ン
タ

ー

ラ
m
a
n
v
a
n
t
a
r
a
と

い
う
単

位

で
あ

る

の

で
、

一
マ

ン
ヴ

ァ

ン

タ

ー

ラ

は
、

人

間

の
年

に
し

て
六

百

四
億

八
千

万
年

と
な

る
。

後

世
仏

教

の
伝

統

の
中

に

見

出

さ
れ

る

よ

う

に

な

る

『
彰

所

知

論

』

(
巻
上
)
の
六

劫

説

(
中
a
n
t
a
r
a
-
k
a
l
p
a
・
成
v
i
v
a
r
t
a
-
k
a
l
p
a

・
住
v
i
v
a
r
t
a
-
s
t
h
a
y
i
-
k
a
l
p
a
・

壊
s
a
m
v
a
t
r
a
-
k
a
l
p
a

・
空
s
a
m
v
a
r
t
a
-
s
t
h
a
y
i
-
k
a
l
p
a

・
大
劫
m
a
h
a
-
k
a
l
p
a
)

や

『
倶

舎

論

』

の

四

劫

説

(
成

・
住
・

壊
・

空
)

な

ど

は
、

こ

の

マ

ハ

カ
ル
パ

ー

・
ユ
ガ
説
の
発
展
と
考
え
ら
れ
る
が
、
所
謂

「劫
」
に
つ
い
て
言
わ

れ
る

「
芥

子
劫
」
s
a
r
s
p
a
o
p
a
m
a
-
k
a
l
p
a

「
盤
石
劫
」
p
a
r
v
a
t
o
p
a
m
a
-

k
a
l
p
a
の
説
な
ど
は
、
仏
教
が
バ
ラ
モ
ン
教

か
ら
受
け
継

い
だ

マ

ハ

ー

・
ユ
ガ
説
の
仏
教
的
意
味
づ
け
と
考
え
ら
れ
る
。
『
倶
舎
論
』
や
『
大

毘
婆
沙
論
』
な
ど
で
説
く
成

・
住

・
壊

・
空
の
四
劫
説
は
、
各
劫
が
、

マ
ハ
ー

・
ユ
ガ
と
違
つ
て
同
じ
時
間
的
長
さ
の
二
十
中
劫
と
な
つ
て
い

る
の
が
注

目
さ
れ
る
が
、
各
劫
の
中
に
住
む
人
間
の
寿
命
が
、
八
万
歳

と
十
歳
と
の
間
を
増
減
し
、
特
に

『大
毘
婆
沙
論
』
(
一
三
四
)
に
よ
れ

ば
、
人
寿
十
歳
に
至
る
毎
に
、
刀
兵
災
s
a
s
t
r
a
n
t
a
r
a
-
k
a
l
p
a

・
疾
疫
災

r
o
g
a
n
t
a
r
a
-
k
a
l
p
a

・
磯
謹
災
d
u
r
b
h
i
k
s
a
n
t
a
r
a
-
k
a
l
p
a

の
三
災

の
劫

が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
イ

ン
ド
の
主
要
宗
教
思
想
の

一
つ
の
ジ

ナ
教

に
お

い
て
も

上

昇

・
下
降

の
二
周
期
か
ら
な
る
時
代
観
を
も
ち
、
現
代
は
そ
の
下
降
周

期

の
終
り
に
あ
る
と
い
う
終
末
思
想
が
そ
の
根
幹
と
な
つ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
上
昇
周
期

(
U
t
s
a
r
p
i
n
i
)

と
下
降
周
期

(
A
v
a
s
a
r
p
i
n
i
)

が
あ
る
と
さ
れ
、
前
者
に
お
い
て
は
、
物
事
は
始
め
は

長
く
次
第
に
良
い
方
向
に
向
か
う
。
す
な
わ
ち
人

の
寿
命
は
延
び
、
能

力
も
増
大
す
る
。
後
者
に
お
い
て
は

一
旦
頂
点
に
達
し
た
物
事
は
下
降

の

一
途
を
辿
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
寿
命
は
短
縮
し
、
能
力
は
縮
少

す
る
。

そ
し
て
各
周
期
に
は
各
々
二
十

四
人

の

「
ジ
ザ
」
J
i
n
a〔「
勝

者
」
、
ジ
ナ
教
の
名
は
こ
れ
に
由
来
す
る
。
「
ジ
ナ
」
は
ま
た

「
テ
ィ
ル

タ
ン
カ
ラ
」
T
i
r
t
h
a
n
k
a
r
a

(「完
成
さ
れ
た
聖
者
」)
と
も
称
せ
ら
れ
る
〕

が
出
現
す
る
と
い
う
。
現
在
は
下
降
周
期
で
あ
る

ア
ヴ
ァ
サ
ル
ピ

ニ
の

末
期
に
位
し
、

こ
の
周
期

の
第

一
祖
の
ジ
ナ
は
勒
沙
婆
R
s
a
b
h
aで
八

百
四
十
万
年
生
き
た
と
言
わ
れ
る
。
第
二
十
二
祖

の
ジ

ナ
は
ネ
ー
ミ

Z
e
m
iで
五
千
年
生
き
た
と
さ
れ
、
第
二
十
三
祖

の
ジ
ナ
は
パ
ル
シ
ュ

ヴ
ア
貯
誌
く
餌
で
、西
歴
紀
元
前
七
七
六
年
ま
で
生
き
た
と
信
じ
ら
れ
て

い
る
。
ふ
つ
う
ジ
ナ
教
の
開
祖
と
さ
れ
て
い
る
ジ
ナ
は
、

ヴ
ァ
ル
ダ

マ

ー
ナ
V
a
r
d
h
a
m
a
n
a

を
本
名
と
し

「大
雄
」
M
a
h
a
v
i
r
a
、

「完
全
者
」

K
e
v
a
l
i
n
の
尊
号
を
持

つ

「
尼
乾
子
」
N
i
r
g
r
a
n
 
p
u
t
r
a

(
B
.
 
C
.
 
5
9
9
-
5
2
7
)

で
あ
る
が
、
彼
は

「
開
祖
」
で
は
な
く
、
各
祖

の
ジ

ナ
の
中
で
も
完
全
に

「
地
上
の
」
、
つ
ま
り
、
歴
史
的
人
物
と
見
倣
さ
れ

る
、
中
興
の
祖
と
で
も
称
せ
ら
れ
る
べ
き
人
物

で
あ
る
。
但
し
、
死
去

の
年
に
関
し
て
は
紀
元
前
四
六
七
年
、
四
七
七
年
、
四
八
〇
年

(H
・
ヤ

コ
ー
ビ
説
)
等
の
異
説
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ジ
ナ
教
に

お
い
て
も

一
種
の
歴
史
的
区
分
の
説
と
、
末
世
観
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。
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さ
き
の
マ
ハ
ー
・
ユ
ガ
と
カ
ル
バ
の
両
歴
史
観
を
通
じ
て
言
え
る
こ

と
は
、
周
期
を
侯
つ
て
世
界
が
改
ま
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
踏
え
な
が

ら
も
、
両
者
が
時
代
の
堕
落
を
語
る
終
末
論
的
色
彩
を
帯
び
て
い
る
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。
但
し
こ
の
終
末
観
は
、

ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的

終
末
観
と
は
趣
き
を
異
に
し
て
か

一
サ
イ
ク
ル
毎
の
劫
末
の
世
界
改
変

を
ま

つ
て
周
期
が
無
限
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
点
で

あ
る
。

こ
の
終
末
観
は
神
不
在
の
そ
れ
で
あ
り
、
従
つ
て
最
期
の
審
判

に
当
る
も

の
は
欠
如
し
て
お
り
、
全
体

の
成
り
行
き
を
支
配
し
て
い
る

も
の
は
神

で
は
な
く
、
大
自
然
の
法
則
と
で
も
言
わ
る
べ
き
非
人
格
的

な
も
の
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
人
格
神
の
意
思
を
中
核
と

す
る
歴
史
的
終
末
観
に
対
し
、
こ
こ
に
は
、
大
自
然
の
法
の
支
配

の
下

に
あ
る
宇
宙
内
的
歴
史
的
終
末
観
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
。

仏
教
固
有
の
末
法
思
想
を
構
成
す
る
歴
史
観
に
は
、
所
謂
、
正

・

像

・
末
の
三
時
説

(『善
見
律
毘
婆
沙
』
『大
集
月
蔵
経
』
『賢
劫
経
』
『
仁
王

般
若
経
』
『
大
般
浬
墾
経
』)
や
、
五
箇
五
百
年
説

(『大
集
月
蔵
経
』)
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
特
色
は
釈
尊
の
入
滅
を
時
の
起
点
と
し
て
据
え
て
お

り
、
そ
れ
以
後
の
時
代
の
衰
退
現
象
を
主
題
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。

こ
こ
に
至
る
と
、
恰
も

ユ
ダ
ヤ

・
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
観
が
メ
シ

ァ
乃
至
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
基
点
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
事
実
と

の
平
行
が
認
め
ら
れ
る
。
末
法
思
想
は
中
国
の
三
階
教
の
祖

・
階

の
信

行

(
五
四
〇
-
五
九
四
)
を
は
じ
め
、
道
紳

(
五
山公
丁

六
四
五
)
、
善
導

(六
一
三
-
六
八
一
)
、
懐
感
、
迦
才
、
日
本
の
伝
教

(七
六
七
-
八
二
二
)
、

源

信

(九
四

一
-

一
〇

一
七
)
、
法
然

(
一
一
三
三
-
一
二

一
二
)
、
親
鷺

(
一
一
七
三
-

一
二
六
二
)
、
日
蓮

(
一
二
二
二
-
一
二
八
二
)
等
を
通

じ
、

中
国

・
日
本
の
仏
教
史
に
甚
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
こ
の

歴
史
的
事
実
は
、
少
く
と
も
中
国

・
日
本
仏
教
の
伝
統
の
中
に
お
い
て

は
、
歴
史
的
自
覚
が
全
く
欠
如
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
の
良
き

例
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
乍
ら
、
そ
の
性
格
を
少
し
く
吟
味
す

る
時
、

そ
の
歴
史
感
覚
は
永
遠
の
時
の
流
れ
の
中
に

一
つ
の
パ
タ
ー
ン

と
し
て
始
め
と
終
り
が
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
具
つ
所
謂
末
法
思

想
は
、
釈
尊
の
出
世
と
い
う
出
来
ご
と
の
上
に
の
み
成
立
つ
も
の
で
あ

り
、

そ
れ
に
よ
つ
て
の
み
意
味
を
賦
与
さ
れ
る
性
格
を
も
つ
と
こ
ろ
の

宇
宙
論
内
的
歴
史
観
で
あ
る
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

非
歴
史
的
宇
宙
論
的
世
界
観
の
特
色
と
し
て
ポ
ー
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ

は
次
の
七
つ
の
特
色
を
挙
げ
て
い
る
。
(
H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 
s
t
o
r
i
c
a
l

H
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 
H
i
s
t
o
r
y
,
 
E
r
a
,
 
p
.
 
2
0
)

(
一
)自
然

(乃
至
は
超
自
然
)
が
現
実
解
釈

の
最

高

の
範
躊
で
あ
る
こ

と
。

(
二
)時
に
対
し
て
、
空
間
が
優
位
で
あ
る
こ
と
。

時
は
円
環
的
で
無
限

に
繰
り
返
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

(
三
)俗
世
闇
は
実
在
性
薄
く
、
究
極
の
価
値
な
し
と
す
る
こ
と
。

(四)

真

の
存
在
と
究
極
の
善
は
永
遠

・
不
動
で
生

・
滅
等

の
生
成
を
超

え
て
い
る
こ
と
。

(五)

救
済
は
個
人
の
時
と
歴
史
か
ら
の
救
済
で
あ

つ
て
、
時
と
歴
史
を

仏
教

と
終
末
思
想
 
(
坂

東
)
 

五
七
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仏
教

と
終
末
思
想
 
(
坂

東
)
 

五
八

通
じ
て

の
社
会
の
救
済
で
は
な
い
こ
と
。

因

歴
史

は
世
界
時
が
不
可
避
的
に
自
己
破
滅

へ
と
導
か
れ
る
堕
落
の

過
程
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(七
)
歴
史

の
非
歴
史
的
解
釈
に
相
応
す
る
宗
教
的
帰
結
は
、
多
神
教
か

汎
神
論

で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら

七
つ
の
特
色
は

一
応
尤
も
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
些
細
に
考

察
す
れ
ば
、
各
項
に
論
ず
べ
き
こ
と
が
多

々
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
第
五
の
項
目
が
大
乗
仏
教
の
目
ざ
す
自
利

々
他
円
満
の
思
想

と
特
に
著

し
く
背
馳
す
る
と
こ
ろ
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
た

い
。
東

・
西
に
お
け
る
終
末
思
想
に
共
通
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
自

己
に
お
け
る
出
来
ご
と
が
世
界
に
お
け
る
出
来
ご
と
と
し
て
受
け
取
ら

れ
、
か
つ
表
現
さ
れ
た
と
い
う

一
事
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
世
界
に
お

け
る
出
来

ご
と
が
自
己
に
お
け
る
出
来
ご
と
と
解
釈
さ
れ
て
来
た
と
も

言
え
よ
う
。

つ
ま
り
実
存
的
に
受
け
と
ら
れ
た
結
果
の
表
現
が
聖
典
に

お
け
る
終
末
論
的
記
述
と
も
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
何
時

い
か

な
る
場
合

に
お
い
て
も
、
実
存
的
境
位
に
立

つ
人
間
に
お
い
て
は
、
世

界
の
問
題

が
自
己
の
問
題

で
あ
り
、
自
己
の
問
題
が
と
り
も
直
さ
ず
世

界
の
問
題

な
の
で
あ
る
。
従

つ
て
自
己
の
危
機
意
識

に
お
け
る
行
詰

り
、
死
の
自
覚
は
、
直
ち
に
世
界

の
行
詰
り
で
あ
り
、
終
末
で
あ
り
、

死
で
あ
る
。
『
執
持
砂
』
(五
)
に
あ
る
覚
如
の

「
平
生
の
と
き
善
知
識

の
言
葉
の
下
に
帰
命

の

一
念
を
発
得
せ
ば
、
そ
の
と
き
を
も

つ
て
裟
婆

の
終
り
、
臨
終
と
思
う
べ
し
。
」
と
い
う
言
葉
な
ど
は
、
正
に

こ
の
消

あ
が
な

息
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
強
ち
特
殊
な
伝
統
に
の
み
局
限

さ
れ
た
自
覚
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
人
間
共
通
の
意
識
で
あ
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い
。
『
旧
約
聖
書
』
の
ノ
ア
の
洪
水
神
話
に
お
い
て
も
、

そ
こ
で
問
題
に
な
つ
て
い
る
こ
と
は
、
人
間
の

「
罪
」
で
あ

つ
て
、
単

な
る
自
然
的
異
変
で
は
な
い
。
そ
れ
は
世
界

の
客
観
的
構
造
の
問
題
で

は
な
く
て
、
む
し
ろ
人
間
の
実
存
的
問
題

で
あ
る
。
(大
木
英
夫

『
終
末

論
』
六
四
-
六
五
頁
)
し
か
し
乍
ら
、
実
際
は
危
機
感
に
立
つ
人
間
の
実

感
が
先
づ
生
じ
、
そ
れ
が

「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」
や

『大
集
月
蔵
経
』
に

見
ら
れ
る
終
末
論
的
描
写
と
な
つ
て
表
現
さ
れ
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
終
末
思
想
は
こ
の
世
界
が
唯

一
の
世
界

で
は
な
い
こ
と
を
教

え
、
現
実
を
超
え
た
本
来
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
有
限
の
枠
に

捉
わ
れ
た
人
び
と
を
解
放
す
る
意
義
を
担

つ
て
い
る
。
未
来
と
い
う
形

で
永
遠
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
に
、
現
在

の
不
確
実
性
を
認
識

せ
し
め
る
。
そ
し
て
現
在
の
不
確
実
性
を
痛
感
す
る
人
間
は
益

々
安
定

し
た
永
遠
常
住
を
願
求
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ぬ
。
こ
こ
に
浄
土
教

の
欣
求

浄
土
の
思

い
が
生
じ
、

メ
シ
ア
待
望

の
希
い
が
現
実
化
す
る
い
わ
れ
が

あ
る
。
宇
宙
論
的
世
界
観
の
性
格
と
し
て
、
屡

々
目
的
を
欠
き
、
且
つ
偶
然

の
支
配
下
に
あ
る
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
言
わ
れ
る
が
、
仏
教
の
末
法

史
観
に
あ
つ
て
は
、
少
く
と
も
、
謂
わ
れ
る
が
如
き
目
的
を
欠
い
た
救

い
無
き
、
逃
避
主
義
的
史
観
と
言
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
何

と
な

れ

ば
、
末
法
思
想
は
、
末
法
の
危
機

の
自
覚
に
お
い
て
、
飽
く
迄
も
そ
の
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底
に
解
脱

へ
の
熾
烈
な
志
向
性
を
宿
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
因
み
に

仏
教
史
観

の
内
部
に
お
い
て
も

ユ
ダ
ヤ

・
キ
リ
ス
ト
教
的
メ
シ
ア
待
望

思
想
に
似

た
未
来
仏

・
弥
勒
の
待
望
思
想
が
存
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
し
か
し
乍
ら
仏
教
の
末
法
思
想
の
支
え
は
、

い
わ
ば
そ
れ
自
体

の

内
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
末
法
の
自
覚
の
徹
底
に
お
い

て
、
そ
こ
に
救
済

・
解
脱

へ
の
契
機
を
見
る
も
の
で
あ
る
か
ら

で
あ

る
。
そ
も
そ
も
終
末
史
観
e
s
c
h
a
t
o
l
o
g
y

な
る
も
の
は
、
救
済
論
s
o
-

t
e
r
i
o
l
o
g
y

と
本
来
密
接
な
繋
が
り
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
決

し

て
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
終
り
を
転
じ
て
始
め
と
な
し
、
行
き
詰
り

の
自
覚
に
お
い
て
再
生
が
目
ざ
さ
れ
て
い
る
も
の
、
死
を
克
服
し
て
生

を
齎
す
も

の
、
そ
れ
が
終
末
思
想
の
根
本
性
格
で
あ
る
。
こ
こ
に
凡
そ

終
末
史
観

な
る
も
の
が
、
絶
望

の
窮
極
を
宿
す
と
同
時
に
、
希
望

の
契

機
を
も
同
時
に
孕
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
。

近
代
、

エ
リ
デ
ー
デ
を
は
じ
め
と
す
る
幾
多

の
神
学
者

・
思
想
家

・

哲
学
者

・
歴
史
家
は
、
世
界
観
を

「宇
宙
と
歴
史
」
の
二
元
対
立
に
お

い
て
思
考

す
る
傾
向
を
も
つ
。
そ
の
こ
と
自
体
に
は
然
る
べ
き
拠
り
所

あ
る
こ
と
を
認
め
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
的
世
界

観
そ
れ
自
体
の
内
に
留
ま
る
限
り
は
、
終
末
史
観
は
救
い
の
な
い
も
の

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
所
謂
浄
土

(浬
繋
)
を
宇
宙

と
す

れ
ば
、
繊

土

(婆
娑
)
は
歴
史
的
世
界
で
あ
る
。
初
期
浄
土
教

に
お

い

て

「厭
離
繊
土

・
欣
求
浄
土
」
と
言
わ
れ
て
い
る
志
向
は
,
歴
史
か
ら

宇
宙

へ
の
方
向
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
的
方
向
に
の
み
解
脱

・

救
済
を
夢
見
た
型
態
の
浄
土
教
は
行
詰
り
に
逢
着
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ

た
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
行
き

つ
く
先
は
、
内
的
矛
盾
を
抱
え
込
ん
だ

儘
の
逃
避
的
志
向
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
が
余
り
に
も
明
白
で
あ
つ
た
か
ら
で

あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
親
鷺
に
至
る
と
、
'所
謂
る

「
往
相
即
還
相
」
の
思

想
が
開
花
し
、
こ
こ
で
は
現
実
逃
避
の
一
方
的
志
向
性
に
は
真
の
救
済

な
し
と
い
う
こ
と
が
明
瞭
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
救
済
は
個
人
の
枠
内

の
み
で
は
成
就
せ
ず
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
言
う

「時

と
歴
史
を
通
じ
て
の

社
会
の
救
済
」
t
h
e
 
s
a
l
v
a
t
i
o
n
 
o
f
 
a
 
c
o
m
m
u
y
 
t
i
m
e

a
n
d
 
h
i
s
t
o
r
y

と
い
う
視
野
に
お
け
る
救
済
こ
そ
が
真
の
救
済
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
華
厳
の
理
事
無
擬
、

一
即
多

・
多
即

一
、
融
通
無
擬
の

法
界
縁
起
の
思
想
、
天
台
の
諸
法
実
相
、

一
念
三
千
の
思
想
等
に
お
い

て
も
、
単

一
の
方
向
に
お
け
る
究
極
の
救
済
は
原
理
的
に
否
定
さ
れ
て

い
る
。
真
の
解
脱
は
、
こ
の
よ
う
な
法

(宇
宙
)
と
機

(歴
史
)
と
の
問

の
交
互
媒
介
的
な
、
相
依
相
関

の
縁
起
関
係
の
中

に
の
み
厳
存
す
る
こ

と
を
示
し
た
の
が
、
日
本
に
お
け
る
末
法
思
想
受
容

の
帰
結

で
あ
ろ

う
。

仏
教
と
終
末
思
想
 (坂

東
)
 

五
九
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